
 

   

 
 

 

 

 

 

 

 本年度の全国学力・学習状況調査は４月１８日（木）に，全国の小学校第６学年及び中学校第３学年

の全児童生徒を対象に実施されました。本校でも，６年生５７名が参加しました。 

 調査内容は，大きく①教科に関する問題（国語・算数）と，②生活習慣や学習環境等に関する質問紙

調査に分かれています。 

 この調査は，本校の児童の学力や学習状況を把握・分析し，各教科における課題や生活状況の実態を

明らかにすることにより，今後の指導内容・指導方法の改善や生活指導などに役立てることを目的とし

ます。 

 去る７月３１日（水）に文部科学省から本校の結果が送られてきました。その結果を受けて調査結果

の分析を行ってまいりました。この度分析結果がまとまりましたので，その概要を保護者の皆様にお知

らせするとともに，本校のホームページにも掲載していきたいと思います。 

 なお，調査に参加しました６年生一人一人には，個別懇談会を利用して個人票をもとに，具体的に課

題等について説明していく予定です。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

１ 本校の状況（全国との比較） 

 本校の結果は，国語，算数の２科目とも数値としては全国平均をやや下回りましたが，ほぼ同等であ

ると分析されます。 

 この調査の結果につきましては，山梨県教育委員会の分析にもあるように，全国平均正答率のプラス

マイナス５ポイントの範囲にあるものは，ほぼ同等であると考えています。 

 

２ 教科ごとの状況と課題（ ○は結果が良好なもの，□は課題と思われるもの ） 

 

国 語 

○これまで学年別配当表に記されている漢字を読んだり書いたりするところに課題が見られたり，
故事成語についての正確な意味や使い方の理解が不十分であると言う結果が出ていたりしたが，
本年度は共に正答率が全国平均と同等もしくは大きく上回っている。 

○報告する文章を書く中で，図表やグラフがどのような目的で用いられているかを答える問題では，
全国平均を上回っている。 

○本校児童は，記述式の問題形式を苦手としていたが，本年度は選択式，短答式，記述式という問
題形式による全国平均との差はあまり見られない。 

 

□学年別配当表に記されている漢字を文の中で正しく使う問題では，同音異義語の方を記入してし
まう児童がやや多い。（資料 1 参照） 

□文と文との意味のつながりを考えながら接続詞を使って内容を分けて書く問題では，文脈に沿っ
て接続後「そこで」の働きを正しく理解し，意味のつながりや文末表現を考えて，二文に分けて
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書き直すことができない児童がいる。 

□相手の発言を受けて，「自分の理解が正しいかどうかを確認」するための質問をしようとしてい
る場面で，「自分の理解が正しいかどうかを確認」するという問題が意図していることを正確に
とらえることができず不正解となった児童がみられた。 

□目的に応じて，質問を工夫することができるかどうかをみる問題で，相手の話の内容を十分に聞
き取るための質問の工夫の中から，今回の状況に合った質問を選ぶことができない児童が見られ
た。 

□話し相手の意図を捉えながら聞き，自分の考えをまとめることができるかみる問題では，問題文
の中から言葉や文を取り上げて書くことはできるが，インタビューとしてふさわしい言葉遣いで
書けていない児童がいる。無回答の児童も多い。 

□解答時間が足りないと答えた児童が半数以上いる。 

 

算 数 

○学習の基礎・基本となる「数量や図形についての知識・理解」は全国平均を上回っている。 

○グラフから，資料の特徴や傾向を捉える問題では，ほぼ全員の児童が正解している。 

○台形について理解しているかみる問題では，ほぼ全員の児童が正解している。 

 

□２つのグラフを関連づけて一人あたりの水の使用量の増減を判断し，判断の理由を言葉や数を用
いて記述する問題では，２つのグラフを関連づけ一人あたりの水の使用量を判断することができ
ない児童や，一方のグラフの水の使用量が変わらないことから，一人あたりの水の使用量も変わ
らないと判断している児童がいる。 

□加法と乗法の混合した整数と小数の計算をする問題では，乗法を先にせず，６＋０．５から計算
した児童が多かった。（資料２ 参照） 

□示された減法に関して成り立つ性質を基にした計算の仕方を，あたえられた式の計算に適用する
問題では，示された減法に関して成り立つ性質を基にした計算の仕方が理解できていないために
正答率が全国平均よりやや低い。 

□乗り物券売り場に並び，大体どのくらいで買う順番が来るかを考える問題で，どうやって解けば
いいのかわからないために解決に必要な二つの数量を見いだせない児童や，人数と列の長さに着
目してしまい，時間に着目できない児童がいる。 

□複数の数量の中から必要な数量を選び立式する問題では，問題の意図することを考えずに一番初
めに出てきた数字を使ってしまい，必要な数量を選ぶことができない児童がいる。 

□解答時間が足りないと答えた児童が１／３以上いる。 

 

３ 教科における主な改善点 

国 語 

※学年別配当表に記されている漢字を学習する中で，同音異義語にも触れ，文の中でどの漢字が使われ

ているのかについても指導する。 

※読書活動をさらに推進して多くの文章に触れる機会を増やす中で，様々な文章表現を知り，文と文と

のつながり方を意識して読む指導を進める。 

※「何のために」，「どのように」など，活動の目的や事柄を明確にした上で，様々な情報の中の記述や

説明から課題を解決するために中心となる語や文を捉え，必要な情報を見つけてまとめることができ

る力を育てる。 

※自分の考えを他者に伝える機会を増やし，分かり易く伝えるにはどうしたらよいのか，どのような言

葉遣いで伝えたら効果的なのかを考え，筋道を立てて文章を書くことができるように指導する。 

 

算 数 

※四則の混合した整数や小数の計算をするときに，どのような計算のきまりや計算の工夫を使って解く

事ができるかを，一つ一つ確認しながら計算するように指導する。 

※いくつかのグラフや表から読み取った情報を使って，それら複数の情報を関連付けながら考察し
たり，新たな関係を見いだしたりする学習を多く取り入れ，複数の資料の特徴や傾向を関連づけ

て判断することができるようにする。 

※文章の中から複数の数量の関係や計算に関して成り立つ性質を見いだして，さらにその数量の関



係や性質がほかの場面でも成り立つことを確かめ，確かめた数量の関係を自分の言葉で的確に表
現することができるように指導する。 

※日常生活の中で，問題を解決するために必要な資料を収集し，複数の情報を解釈し関連付けて論
理的に考察した上で，その判断の理由について明確な根拠を示して他者に文章で伝えることがで
きるようにする。 

 

４ 質問紙調査の主な特徴（全国との比較） 

生活について 

○「自分にはよいところがあると思う」と回答した児童の割合は，全国平均をおよそ２５ポイント上回

っている。 

○「先生はあなたのよいところを認めてくれている」，「先生は分かるまで教えてくれている」と回答し

た児童の割合は共に，全国平均を２０ポイントほど上回っている。 

○「学級で話し合って決めたことに協力して取り組む」と回答した児童の割合は，全国平均を２０ポイ

ントほど上回っている。 

○「学校へ行くのが楽しい」と回答した児童の割合は，全国平均を１０ポイントほど上回っている。 

○「人が困っているときは進んで助ける」と回答した児童は，全国平均を２５ポイントほど上回ってい

る。 

□「将来の夢や目標をもっている」と回答した児童の割合は全国平均とほぼ同じであるが，「もっていな

い」と回答している児童が数名いる。 

□「毎日同じくらいの時刻に起きている」と回答した児童の割合と，「毎日同じくらいの時刻に寝ている」

と回答した児童の割合にやや差があり，睡眠時間が一定では無いと考えられる。 

□新聞を読んでいない児童が４０ポイントほどいる。 

 

学習に対する関心・意欲・態度について 

○「国語の勉強は好き」と回答した児童の割合は，全国平均を１５ポイントほど上回っていて，「算数の

勉強は好き」と回答した児童の割合は，全国平均を１０ポイントほど上回っている。 

○「学習したことを他の学習に生かしている」と答えた児童が９０％以上いる。 

○「学習したことを普段の生活の中で活用しようとしている」と回答した児童の割合は，国語，算数共

に全国平均を２０ポイントほど上回っている。 

□「休み時間や学校が休みの日に図書室や図書館にいく時間」は，全国の割合よりやや下回っていて，

年に数回程度と回答した児童が一番多い。 

 

５年生までに受けた授業について 

○「コンピューターなどの ICTをほぼ毎日活用している」と回答した児童の割合は，全国平均を４０ポ

イントほど上回っている。 

○「課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいた」と回答した児童が，全国平均を２４

ポイント上回っている。 

○「自分の考えを発表する機会では，工夫をして発表した」と回答した児童は，全国平均を１４ポイン

ト上回っている。 

 

家庭学習について 

○「計画を立てて家庭学習をしている」と回答した児童がおよそ８０％いる。家庭学習が定着してきて

いると思われる。 

○普段１日あたり家庭で勉強している時間は，およそ９６％が３０分以上で，そのうち８０％以上が１

時間以上している。全くしていない児童はいない。 

 

 

地域とのかかわりについて 

○「地域や社会をよくするために何をするかを考える」と回答した児童の割合は，全国平均を１０ポイ

ントほど上回っている。 

○「外国の人と友達になったり，外国のことについてもっと知りたいと思ったりする」と回答した児童

の割合は，全国平均を２０ポイント上回っている。 



○「日本や地域のことを，外国の人にもっと知ってほしい」と回答した児童の割合は，全国平均を１０

ポイント上回っている。 

□「地域の行事に参加している」と回答した児童の割合は，全国平均を７ポイント下回っている。 

 

５ 質問紙調査からの改善点 

※朝起きる時刻が規則的で定着しているのでこれを継続し，寝る時間も決まった時刻にすることで睡眠

時間が一定になるように家庭と連携して取り組んでいく。 

※新聞を読んでいないことから，テレビやパソコン等から情報を得ていると考えられる。たくさんある

情報の中から自分が欲しい情報を取捨選択できる力を，読書や ICT教材を活用して育てていく。 

 

 

 

 質問紙調査の結果から，本年度の児童の実態は，きまりを守り，助け合い，学習に対する関心・意欲・

態度の意識も高く，読書をすることが好きであり，基本的な生活習慣が身についており，日々楽しく学校

生活を送っている姿が浮かんできました。それは，これまで学校と家庭が協力して取り組んできた結果だ

と思います。また，本校の特徴でもある，朝読書や読み聞かせなどの読書活動の推進に取り組んできたこ

とが，あらゆる学習に良い影響を与えているということも分かりました。今後も，学校や家庭で大切にし

ていきたい活動だと思います。 

 また，家庭学習の時間は年々改善されてきてはいますが，（学年×１０分）の目標はまだ１００％の達成

になってはいません。これからも児童のみなさんには計画的な家庭学習への取組や学習の予習・復習への

取組を期待しています。学校でも児童が進んで家庭学習に取り組めるよう，課題の出し方を工夫し改善し

て，自主的に取り組むことができるように働きかけていきたいと考えます。御家庭でも御協力をよろしく

お願いします。 

学校では，今後県や市から出される課題克服のための取組や，本校独自の取組を行いながら子供たちの

学力の向上を図っていきたいと思います。また，家庭での生活習慣や学習環境等については保護者のみな

さまと連携をとりながら，よりよい方向に向けて進んでいきたいと思います。 

   

  なお，ここで述べている「学力」は子供たちに身につけさせたい力の特定の一部であるので，この調査

結果がそのまま子供たちの学力の優劣ではないことを申し添えておきます。 

☆資料 1 算数問題 

 

 

☆資料 2 国語問題 


